
 
 

一 

 
 
 

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案 

 

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
修
正
す
る
。 

 

第
一
条
の
う
ち
附
則
に
三
項
を
加
え
る
改
正
規
定
中
「
三
項
」
を
「
五
項
」
に
改
め
、
附
則
第
十
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を

加
え
る
。 

 
 
 

俸
給
表
に
掲
げ
る
俸
給
月
額
（
俸
給
表
の
備
考
に
定
め
る
俸
給
月
額
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、

当
分
の
間
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
俸
給
表
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
俸
給
月
額
か
ら
当
該
各
号
に
定
め
る
額
に
相
当
す
る
額

を
減
じ
た
額
（
当
該
額
に
百
円
未
満
（
第
二
号
に
掲
げ
る
俸
給
表
に
あ
つ
て
は
、
千
円
未
満
）
の
端
数
が
生
じ
る
と
き
は
、

人
事
院
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
端
数
を
処
理
し
た
額
）
と
す
る
。 

 
 

一 

次
号
に
掲
げ
る
俸
給
表
以
外
の
俸
給
表 
当
該
俸
給
表
に
掲
げ
る
俸
給
月
額
に
百
分
の
五
を
乗
じ
て
得
た
額 

 
 

二 

指
定
職
俸
給
表 

当
該
俸
給
表
に
掲
げ
る
俸
給
月
額
に
百
分
の
十
を
乗
じ
て
得
た
額 

 
 
 

当
分
の
間
、
国
税
庁
長
官
が
民
間
に
お
け
る
給
与
の
実
態
に
関
す
る
統
計
を
作
成
す
る
た
め
の
調
査
を
行
つ
た
場
合
に

は
、
当
該
調
査
を
第
二
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
人
事
院
が
行
つ
た
事
実
の
調
査
と
み
な
し
て
、
同
条
の
規
定
を
適
用
す

る
。 
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二 

 
第
三
条
に
次
の
改
正
規
定
を
加
え
る
。 

 
 

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

 
 

（
俸
給
月
額
の
特
例
） 

 

３ 

第
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
俸
給
表
に
掲
げ
る
俸
給
月
額
は
、
当
分
の
間
、
当
該
俸
給
月
額
か
ら
当
該
俸

給
月
額
に
百
分
の
五
を
乗
じ
て
得
た
額
に
相
当
す
る
額
を
減
じ
た
額
（
当
該
額
に
千
円
未
満
の
端
数
が
生
じ
る
と
き
は
、

人
事
院
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
端
数
を
処
理
し
た
額
）
と
す
る
。 

 

第
五
条
に
次
の
改
正
規
定
を
加
え
る
。 

 
 

附
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 
 

（
俸
給
月
額
の
特
例
） 

 

第
三
条 

第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
俸
給
表
に
掲
げ
る
俸
給
月
額
は
、
当
分
の
間
、
当
該
俸
給
月
額
か
ら
当
該
俸
給
月
額

に
百
分
の
五
を
乗
じ
て
得
た
額
に
相
当
す
る
額
を
減
じ
た
額
（
当
該
額
に
千
円
未
満
の
端
数
が
生
じ
る
と
き
は
、
人
事
院

規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
端
数
を
処
理
し
た
額
）
と
す
る
。 

 

第
七
条
の
う
ち
附
則
第
十
一
条
第
一
項
の
改
正
規
定
中
「
附
則
第
十
一
条
第
一
項
中
」
の
下
に
『
「
、
当
該
俸
給
月
額
」
を



 
 

三 

「
当
該
俸
給
月
額
」
に
改
め
、
「
割
合
」
の
下
に
「
か
ら
人
事
院
規
則
で
定
め
る
割
合
を
控
除
し
た
割
合
」
を
、
「
額
と
し
」

の
下
に
「
、
同
日
に
お
い
て
医
療
職
俸
給
表
㈠
又
は
任
期
付
研
究
員
法
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る

職
員
で
あ
る
者
に
あ
っ
て
は
当
該
俸
給
月
額
に
一
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
人
事
院
規
則
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と

し
」
を
、
』
を
加
え
る
。 

 

附
則
第
三
条
第
一
項
中
「
及
び
第
七
条
」
を
「
及
び
第
八
条
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
九
条
を
附
則
第
十
条
と
し
、
附
則
第
八
条
を
附
則
第
九
条
と
し
、
附
則
第
七
条
を
附
則
第
八
条
と
し
、
附
則
第
六
条

の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
法
制
上
の
措
置
） 

第
七
条 

政
府
は
、
職
員
の
能
力
及
び
実
績
に
応
じ
た
処
遇
を
徹
底
す
る
た
め
の
措
置
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
後

三
月
以
内
に
、
顕
著
な
成
果
を
あ
げ
た
職
員
が
現
行
の
給
与
制
度
の
下
で
受
け
ら
れ
る
給
与
よ
り
も
高
い
給
与
を
受
け
ら
れ

る
新
た
な
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
当
該
制
度
を
創
設
す
る
た
め
に
必
要
な
法
制
上

の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 


